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第
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号 

 

平
成
二
六
年(

二
〇
一
四)

八
月
一
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
北
西
部
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 
 

毛
呂
山
の
算
者
の
落
穂
拾
い 

 

一
、
は
じ
め
に 

生
ま
れ
育
っ
た
毛
呂
山
町
に
は
算
額
は
存
在
し
な

い
よ
う
で
す
。
ま
た
和
算
家
の
事
績
も
承
知
し
ま
せ

ん
。 そ

れ
で
は
毛
呂
山
近
在
の
算
術
師
匠
に
入
門
し
、

算
学
を
学
ん
だ
門
人
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。 

一
昨
年
当
た
り
か
ら
何
人
か
の
門
人
名
を
確
認
で

き
た
の
で
少
し
述
べ
た
い
。 

  

二
、
吉
田
勝
品
の
門
人
平
山
山
三
郎 

小
川
町
勝
呂
の
吉
田
源
兵
衛
勝
品
（
文
化
六
年
～

明
治
二
十
三
年
）
は
小
川
町
笠
原
の
福
田
重
蔵
に
関

流
和
算
を
学
ん
で
、「
関
流
九
伝
免
許
皆
伝
」（
九
伝

と
い
う
の
は
辻
褄
が
合
わ
な
い
の
だ
が
）
を
受
け
た

人
物
で
す
が
、「
吉
田
勝
品
一
代
誌
」
と
い
う
も
の
を

残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
一
代
誌
」
は
八
十
七
丁
に

及
ぶ
長
文
で
、
当
時
の
和
算
家
の
生
活
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
も
あ
り
ま
す
。
幸
い
こ
の

史
料
の
複
写
を
小
川
町
教
育
委
員
会
か
ら
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
書
物
の
中
に
、「
隠
居
以
来
、
明
治
二
年
二
月

算
術
指
南
小
川
村
永
井
永
五
郎
、
大
塚
村
伊
藤
政
七

開
平
迄
傳
授
、
同
四
年
未
八
月
小
川
村
白
木
屋
廣
森

藤
吉
免
許
出
す
、
同
五
年
申
正
月
小
川
村
笠
間
茂
兵

衛
外
に
も
門
弟
大
勢
あ
れ
共
、
開
平
法
以
上
高
弟
而

己
書
す
。
同
年
七
月
平
山
村
山
三
良
、
同
久
平
、
同

八
月
青
山
村
恩
田
與
兵
衛
、
…
…
」
の
よ
う
に
色
々

な
人
達
に
算
法
を
伝
授
し
た
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
中
に
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
「
平
山
村
山
三
良
」

の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
勝
品
が
与
え
た
「
算

法
免
許
次
第
」
の
記
述
が
、
小
川
村
・
川
越
宿
な
ど

の
四
名
と
並
ん
で
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

「
明
治
十
丑
年
三
月
二
日 

平
山
村 

平
山
山
三

良 

同
断
（
算
法
免
許
）」 

そ
の
後
、
勝
品
の
実
家
に
は
明
治
十
一
年
に
門
人

た
ち
が
勝
品
の
七
十
歳
を
祝
し
て
建
て
た「
寿
蔵
碑
」

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
昨
年
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
碑
に
は
門
人
三
十
名
の
名
が

刻
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
筆
頭
に
、「
免
許 

岩
井 

平

山
山
三
良
」
と
あ
る
の
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

平
山
村
が
馬
場
村
な
ど
と
合
併
し
て
岩
井
村
に
な

る
の
は
明
治
八
年
で
す
か
ら
、
碑
に
あ
る
「
岩
井
」

は
納
得
で
き
ま
す
。
平
山
村
と
岩
井
村
の
両
方
が
出

て
く
る
の
で
、
平
山
山
三
良
が
毛
呂
山
の
人
で
あ
る

の
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。 

な
お
、
先
の
「
吉
田
勝
品
一
代
誌
」
に
出
て
く
る

「
平
山
村
山
三
良
、
同
久
平
」
の
同
久
平
に
つ
い
て

は
不
明
で
す
。 

さ
て
、
こ
の
平
山
山
三
良(

郎)

は
毛
呂
山
の
「
平

勝品の寿蔵碑と平山山三郎

の文字(小川町勝呂) 
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山
大
尽
」
の
直
系
の
人
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
内
野

勝
裕
氏
に
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。 

「
平
山
氏
」
は
後
世
（
明
治
）
に
な
っ
て
か
ら
改

姓
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
前
は
「
斉
藤
氏
」
で
し
た
。

斉
藤
氏
は
松
山
城
主
上
田
氏
に
仕
え
、
天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）
松
山
城
落
城
と
と
も
に
帰
農
し
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
内
野
氏
の
「
平
山
村
明
細
帳
」（「
あ

ゆ
み
」
第
８
号
）
に
よ
れ
ば
後
の
平
山
大
尽
に
な
る

豪
農
の
家
系
は
享
保
年
代
の
初
代
冨
世
（
通
称
山
三

郎
）
か
ら
始
ま
り
、
富
栄
（
六
右
衛
門
）
→
富
秀
（
文

右
衛
門
）
→
富
吉
（
牛
十
郎
・
学
右
衛
門
）
→
富
延

（
平
治
郎
・
山
三
郎
）
→
易
富
（
実
平
・
左
司
馬
）

→
富
樹
（
左
二
馬
）
→
山
三
郎
→
庫
治
と
続
い
て
い

ま
す
。
富
吉
か
ら
は
代
々
平
山
村
の
名
主
を
勤
め
て

い
ま
す
。
左
司
馬
は
権
田
直
助
と
の
交
遊
も
あ
り
、

早
く
か
ら
国
学
を
志
し
、
安
政
六
年
平
田
篤
胤
の
門

に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
左
二
馬
の
代
に
は
「
平

山
氏
」
に
改
姓
し
て
い
ま
す
。
左
二
馬
は
岩
井
村
戸

長
や
毛
呂
村
初
代
村
長
を
勤
め
て
い
ま
す
。
な
お
平

山
家
に
伝
わ
る
七
千
点
を
超
え
る
膨
大
な
古
文
書
は

埼
玉
県
立
文
書
館
に
「
平
山
家
文
書
」
と
し
て
収
納

さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
山
山
三
郎
は
こ
の
家
系
に
よ
る
八
代
目
で
あ
り
、

墓
石
に
よ
れ
ば
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
二
月
十

七
日
生
れ
で
、
明
治
三
十
七
年
に
家
督
を
継
い
で
、

昭
和
二
年
に
七
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
既

述
の
一
代
誌
に
出
て
来
る「
同
年
七
月
平
山
山
三
良
」

は
明
治
五
年
で
、
十
八
歳
の
時
入
門
し
た
の
で
し
ょ

う
。「
寿
蔵
碑
」
の
明
治
十
一
年
の
と
き
は
二
十
三
歳

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
妻
「
き
ょ
う
」
は
、
墓
石
に
よ
れ
ば
比
企
郡

腰
越
村
（
小
川
町
）
の
横
川
氏
の
出
で
あ
り
、
明
治

十
一
年
四
月
に
山
三
郎
と
婚
姻
と
あ
り
ま
す
。 

墓
の
正
面
は
「
平
山
山
三
郎
大
人 

平
山
き
ょ
う

刀
自 

墓
」
と
あ
り
ま
す
。 

腰
越
村
と
勝
品
の
勝
呂
村
と
は
５
㎞
位
離
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
岩
井
村
（
毛
呂
山
町
）
か

ら
凡
そ
30
㎞
も
離
れ
た
勝
呂
の
勝
品
の
門
人
に
な

っ
た
の
は
、
妻
の
実
家
と
の
位
置
関
係
が
影
響
し
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

次
に
、平
山
山
三
郎
の
算
術
に
関
す
る
資
料
が「
平

山
家
文
書
」
に
な
い
か
調
べ
て
み
ま
し
た
が
見
つ
け

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

が
、
算
術
の
資
料
と
し
て
、「
算
法
記
」（
嘉
永
三

年 
斉
藤
平
馬
）
な
る
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
算
法
記
に
あ
る
「
斉
藤
平
馬
」
は

内
野
氏
に
よ
れ
ば
左
二
馬
（
山
三
郎
父
）
の
幼
名
で

あ
る
と
い
い
ま
す
。
毛
呂
山
町
史
に
は
左
二
馬
の
墓

石
の
碑
文
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば

天
保
三
年（
一
八
三
二
）生
ま
れ
と
あ
り
ま
す
か
ら
、

算
法
記
に
あ
る
嘉
永
三
年
は
十
八
歳
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
算
法
記
の
概
要
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
す
。 

表
紙
：
算
法
記 

嘉
永
三
年 
戌
二
月
吉
日 

裏
表
紙
：
斉
藤
平
馬 

（
他
に
文
字
あ
り
） 

構
成
：
十
三
丁
、
横
半
切
12×

16
㎝ 

内
容
：
開
平
法
・
開
立
法
・
単
純
図
形
の
面
積
・

利
足
算
・
位
附
な
ど 

 

開
平
法
は
十
一
問
、
開
立
法
は
八
問
、
単
純
図
形

は
七
問
の
問
題
と
答
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
結
果
の
み
で
あ
り
、
そ
ろ
ば
ん
で
計
算
し
た

結
果
と
思
わ
れ
ま
す
。
何
か
の
算
書
を
真
似
し
た
の

か
と
思
い
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、
塵
劫
記
な
ど
に
類

似
問
題
が
あ
る
も
の
の
、
同
じ
問
題
は
見
つ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

平
方
根
・
立
方
根
が123

と
か1234

に
な
る
よ
う

な
数
字
を
選
ん
で
い
る
の
は
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。

円
積
で
は
直
径
三
十
間
の
面
積
を
、
円
積
率×

30×

30

＝711

坪
と
し
て
い
ま
す
。
本
来
の
円
積
率
は
（π

／
4
）
だ
が
、
こ
こ
で
は0.79

を
用
い
て
い
ま
す
。

ま
た711

坪
を
畝
歩
に
変
換
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
「
二
反
三
畝
二
十
一
歩
」
と
あ
り
、
計
算
し

て
み
る
と
正
し
い
。 

こ
れ
ら
の
問
題
や
利
足
算
は
当
時
の
実
用
算
の
範

囲
だ
っ
た
が
、
一
般
的
な
寺
子
屋
教
育
の
範
囲
を
越

え
て
い
て
、

算
学
塾
で

習
っ
た
も

の
と
思
わ

れ
ま
す
。

左

二

馬

（
平
馬
）

が
ど
こ
の

「算法記」表紙 
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誰
に
習
っ
た
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。 

  

三
、
宮
崎
萬
治
郎
の
門
人 

と
き
が
わ
町
大
附
の
宮
崎
萬
治
郎
（
文
化
五
年
～

明
治
十
六
年
、
本
誌
第
６
号
参
照
）
は
墓
の
碑
文
に

よ
れ
ば
、
天
文
・
暦
法
・
医
易
、
さ
ら
に
数
理
を
究

め
た
と
あ
り
ま
す
。
大
工
が
本
職
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
碑
文
に
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
近
隣
を
教

え
歩
き
多
く
の
門
人
が
い
た
よ
う
で
、
墓
の
台
石
に

は
、「
大
字
本
宿
岡
田
軍
治
郎
を
筆
頭
に
、
大
谷
、
長

瀬
、
岩
川
、
小
山
、
小
杉
、
西
本
、
大
豆
戸
、
五
明
、

腰
越
、
桃
木
、
田
中
、
志
賀
、
日
影
、
其
の
他
の
人
々

が
多
く
姓
名
を
列
し
て
居
る
が
、
甚
だ
読
み
易
く
な

い
。
そ
う
し
て
門
人
計
三
百
人
と
記
す
」（「
武
蔵
比

企
郡
の
諸
算
者
」
三
上
義
夫
、
埼
玉
史
談1941

年
）

と
あ
り
ま
す
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
読
む
こ
と
が
難
し

い
。『
都
幾
川
村
史
』
に
は
門
人
・
世
話
人
等
六
十
名

が
刻
ま
れ
て
い
る
と
も
あ
り
ま
す
。 

宮
崎
家
に
は
入
門
時
に
血
判
し
た「
神
誓
文
之
事
」

（
誓
約
書
）
が
四
巻
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
筆
者
も
そ

の
一
部
を
今
年
見
せ
て
い
た
だ
い
た
）。「
都
幾
川
村

史
」
に
よ
れ
ば
四
巻
で
七
十
三
名
の
門
人
名
が
記
さ

れ
て
い
て
、
そ
れ
は
文
政
十
二
年
か
ら
明
治
元
年
迄

で
す
。『
都
幾
川
村
史
資
料
４(

6)

』
に
は
門
人
の

具
体
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
毛
呂
山

に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
次
の
四
名
が
い
ま
す
。 

嘉
永
元
年
十
月
吉
日 

武
州
入
間
郡
蓑
和
田
村 

廿
四
才 

音
次
郎
（
血
判
） 

嘉
永
二
年
正
月
吉
日 

武
州
入
間
郡
箕
和
田
村 

二
十
才 

栄
次
郎
（
血
判
） 

嘉
永
七
年
寅
正
月 

 

武
州
入
間
郡
長
瀬
村 

廿

三
才 

千
松
（
血
判
） 

嘉
永
七
年
三
月
吉
日 

武
州
入
間
郡
平
山
村 

廿

一
才 

丈
七
（
血
判
） 

 

こ
の
う
ち
「
千
松
」
は
、
内
野
氏
に
よ
れ
ば
大
正

時
代
に
県
議
会
議
員
・
衆
議
院
議
員
を
勤
め
ら
れ
た

斉
藤
小
十
郎
の
父
親
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。 

  

四
、
ま
と
め 

こ
の
よ
う
に
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
、
毛
呂

山
で
も
算
術
師
匠
に
つ
い
て
算
学
を
学
ん
だ
具
体
的

事
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
吉
田
勝

品
は
「
算
法
九
章
名
義
記
秘
術
帳
」
を
著
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
田
畑
面
積
・
両
替
・
利
息
算
・
連
立
一

次
式
・
勾
股
弦
・
多
角
形
・
開
平
・
開
立
な
ど
初
歩

的
な
内
容
を
含
ん
だ
も
の
で
、
山
三
郎
も
こ
れ
ら
の

内
容
を
理
解
し
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

謝
辞
：
内
野
勝
裕
氏
に
は
平
山
氏
及
び
宮
崎
萬
治

郎
門
人
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

   

【
野
口
文
庫
の
紹
介
】 

『
豁
機

か

っ

き

算
法

さ
ん
ぽ
う

』 

『
豁
機
算
法
』
は
内
田
五
観
の
門
人
志
野
知
郷(

と

も
さ
と)

が
天
保
八
年(

一
八
三
七)

に
著
し
た
五
観
一

門
の
算
額
集
で
す
。
穿
去
問
題
や
転
距
軌
跡
の
極
め

て
難
し
い
問
題
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

八(

自
叙)

・
十
七(

乾
之
巻)

・
十
三(

坤
之
巻)

・

三 (

広
告) 

丁
の
構
成
。
つ
ま
り
乾
坤
二
巻
で
す
が

一
冊
に
な
っ
て
い
ま
す
。
尤
も
最
後
の
三
丁
の
中
に

あ
る
豁
機
算
法
の
広
告
に
は
二
冊
と
あ
り
ま
す
か
ら
、

綴
じ
方
が
色
々
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
内
表
紙

に
は
「
観
齋
内
田
先
生
鑒
定 

権
山
志
野
先
生
編
輯 

豁
機
筭
灋 

瑪
得
瑪
第
加
塾
蔵
梓
」
と
あ
り
ま
す
。

灋
は
難
字
で
す
が
辞
書
に
よ
る
と
法
の
古
字
と
あ
り

ま
す
。本
文
最
初
に
は「
紀
州 

志
野
知
郷
編
輯 

志

州 

杦
田
直
孟
校
訂
」
と
あ
り
ま
す
。 

自
叙
は
前
半
で
暦
算
の
歴
史
を
述
べ
、
後
半
に
師

の
内
田
五
観
の
功
な
ど
を
述
べ
て
い
ま
す
。 

「
吾
観
齋
内
田
先
生
博
覧
多
通
尤
モ
此
道
ニ
刻
苦
シ
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タ
マ
ヒ
前
人
未
発
ノ
義
ヲ
発
明
シ
其
隠
微
ヲ
窮
メ
既

ニ
文
政
ノ
始
メ
弱
冠
ナ
ラ
ス
シ
テ
関
氏
ノ
宗
統
ヲ
受

ケ
術
ノ
精
妙
其
天
稟
ニ
出
ツ
（
略
）
余
業
ヲ
先
生
ノ

門
ニ
受
ケ
淬
勵
発
憤
シ
テ
斯
ニ
従
事
シ
砌
磋
硺
磨
シ

テ
蘊
奥
ヲ
叩
推
ス
ル
コ
ト
茲
ニ
年
ア
リ
嚮
ニ
我
黨
新

タ
ニ
解
ス
ル
所
ノ
術
ヲ
題
額
ニ
彫
リ
テ
コ
レ
ヲ
神
廟

佛
宇
ニ
掲
ケ
徧(

あ
ま
ね)
ク
是
正
ヲ
有
識
ニ
諏
ル
然
レ

ト
モ
ナ
ヲ
天
下
ニ
普
カ
ラ
ス
又
風
霜
ノ
銷
磨
モ
オ
ソ

ル
ヘ
ケ
レ
ハ
頃
日
其
題
術
若
干
則
ヲ
輯
メ
テ
一
書
ト

シ
豁
機
算
法
ト
題
シ
コ
レ
ヲ
剞
劂
氏(

彫
り
師)

ニ
授
ケ

ン
コ
ト
ヲ
請
フ
（
略
）」 

最
後
に
「
天
保
八
年
丁
酉
孟
春
紀
藩
権
山
志
野
知

郷
操
夫
氏
識
」
と
あ
り
ま
す
。 

天
保
三
年
五
月
に
内
田
門

人
の
上
州
館
林
藩
佐
野
忠
七

と
い
う
人
が
常
州
筑
波
山
に

掲
げ
た
転
距
軌
跡
の
問
題
は

文
献
に
見
え
る
最
初
の
も
の

で
あ
る
と
い
い
ま
す（『
明
治

前
日
本
数
学
史
』）。
こ
の
問
題
は
大
輪
の
周
上
を
小

輪
が
回
転
す
る
と
き
小
輪
の
周
上
の
一
点
が
描
く
軌

跡
の
長
さ
と
面
積
を
求
め
る
も
の
で
す
。
加
藤
平
左

エ
門
の
「
行
列
式
及
円
理
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の

面
積
は
下
の
式
の
よ
う
に
表
さ
れ
ま
す
。
驚
く
の
は

も
っ
と
複
雑
な
図
形
の
求
積
問
題
が
載
っ
て
い
ま
す
。

次
の
図
は
江
戸
愛
宕
山
に
掲
げ
た
も
の
で
、
大
輪
の

周
上
を
正
六
角
形
が
、
そ
の
周
上
を
小
円
が
、
そ
の

周
上
を
小
さ
い
正
六
角
形
が
、
さ
ら
に
そ
の
周
上
を

中
六
角
形
が･･･

、と
複
雑
に
入
り
交
じ
っ
て
並
べ
ら

れ
た
場
合
の
黒
点
の
軌
跡
の
周
長
や
面
積
を
求
め
る

も
の
。
大
変
な
難
問
で
私
に
は
及
び
も
つ
か
な
い
も

の
で
す
。 

下
表
に
本
書
の
掲
額
場
所
・
問
題
数
な
ど
の
一
覧

を
示
し
ま
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 
編
集
後
記 

去
る
七
月
二
十
二
日
、
会
社
員
時
代
の
仲
間
達
四

人
で
大
菩
薩
嶺
登
山
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
丁
度

梅
雨
明
け
宣
言
の
日
で
、
天
候
は
申
し
分
な
い
と
思

い
き
や
、
登
る
に
つ
れ
て
霞
が
か
か
っ
た
よ
う
な
状

況
に
な
り
、
遠
く
の
景
色
は
あ
ま
り
よ
く
見
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
期
待
し
て
い
た
富
士
山
も
全
く
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
水
蒸
気
が
地
上
か
ら
上

が
っ
た
結
果
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

そ
れ
で
も
、
皆
さ
ん
文
句
も
言
わ
ず
い
い
汗
を
か

い
て
爽
快
で
し
た
。
中
期
高
齢
者
に
属
す
身
と
し
て

は
安
全
第
一
で
す
が
、
心
配
し
て
い
た
膝
の
痛
み
も

ほ
と
ん
ど
な
く
、
無
事
下
山
し
ま
し
た
。
そ
し
て
麓

の
雲
峰
寺
の
桜
の
木
に
は
、
そ
の
大
き
さ
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
咲
い
て
い
る
と
き
に
是
非
見
た
い
と

思
い
ま
し
た
が･･･ 

毎
日
の
暑
さ
に
め
げ
な
い
よ
う
に
、
和
算
の
勉
強

も
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
暑
い
！ 

場　　　所 題数 時　　期 掲額者

相州鎌倉鶴岡八幡宮 6 文政3年正月 志野庄之助知郷

常州筑波山 3 文政3年5月 佐野忠七盛門

相州高座郡寒川明神社 3 天保4年11月 入澤勘解由行篤

下総州銚子観世音堂 3 天保5年正月 松本和助燕

3 天保5年5月 狩野栄太郎貞寛

3 天保5年5月 廣田八郎右衛門信成

江戸麹町天満宮 3 天保5年9月 津村三菴祐三

武州府中六所明神社 3 天保6年5月 杦田清九郎直孟

江戸四谷天王社 3 天保6年11月 齊藤貫之進為儀

志州答志郡伊雑宮 7 天保6年11月 杦田清九郎直孟

江戸青山熊野権現社 2 天保5年正月 山田金之助元永

野州日光中禅寺大黒天堂 2 天保9年9月 石井八十吉特審

泉州日根郡竜王社 2 天保6年5月 藪内筍平筕篖

紀州名草郡日前社 2 天保7年正月 根来源三郎正庸

江戸芝愛宕山 3 天保7年11月 坂本権平重正

江戸本所柳島妙見堂 11 （柔兆涒灘黄鐘日）
志野知郷撰
杦田直孟訂

計16面 59

乾
之
巻

坤
之
巻

能州羽咋郡氣多社

   263
4
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